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2014年JCHO本部顧問 

2017年より現職 

 人口比で新規コロナ感染者数がトップ、全国

平均の約3倍となっている沖縄。その底流には

「沖縄」と「日本」の間の歴史的特殊性が存在

する。卒後医師研修プ ログラム責任者として

心豊かな若い医師を養成、対コロナ政策にも積

極的に発言している徳田安春先生が、コロナが

あぶりだした世界規模の社会矛盾を「沖縄」と

いう一地方の特殊性から捉え直し、人間が生き

る社会のあるべき姿を語る。 

２０２１．１０．９ Sat   

         １５：００－１７：００ 
 会場 北海道民医連会館３F大会議室 
       札幌市北1４条西3丁目1-12 

問い合わせ 「医療九条の会・北海道」  （北海道民医連：担当 澤野 天）  ☎011-758-4585 

 視聴（Zoom）あるいは会場参加を希望される方は、下記のURLにアクセスして、
申込フォームに必要事項を記入のうえ送信して下さい。後日視聴URLを送ります。 

 なお、事前に「質問」がある場合も下記のURLまでお願いします。 

           http://ur2.link/RN3q  

http://ur2.link/RN3q

